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１．損益及び設備投資の状況

(単位：億円)

▲300

50

50 
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▲150

増減額

4,600

600

400 

18,850

19,250

H21年度

650経 常 利 益

4,300設 備 投 資 額

450 営 業 利 益

18,650営 業 費 用

19,100営 業 収 益

H22年度項 目

損益については、営業収益が対前年▲１５０億円に対し、営業費用は対前年▲２００億円

営業利益は対前年＋５０億円の４５０億円の減収増益計画

設備投資については、ＮＧＮ展開の収束等により、対前年▲３００億円の４，３００億円を計画

（※）

（※）Ｈ21年度の数値については、下記の既公表値より変更しています。

営業収益：19,150億円、営業費用：18,750億円 1



２．営業収益の推移と収益構造の変化

H19 H20 H21見込 H22計画
20,027

▲497

（単位：億円）営業収益

〔 〕は営業収益に占める構成比

リモートサポート、
ウイルスクリア 30

リモートサポート、
ウイルスクリア 90

リモートサポート、
ウイルスクリア 150

IP系
4,626
〔23.1%〕

音声
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〔51.5%〕

その他
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その他
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IP系
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19,100
+1,012

+850
+750

▲1,207
▲972

▲810

▲279
▲150

音声＋ＩＰ系
▲121 音声＋ＩＰ系

▲60

音声＋IP系
14,946

音声＋IP系
14,751

音声＋IP系
14,630 音声＋IP系

14,570

その他
4,530

依然、減収は続くものの、減収幅を着実に縮小させ、音声＋ＩＰ系の減収も▲６０億円に縮小

音声＋「ＩＰ関連（＝ＩＰ系＋リモートサポート＋ウイルスクリア）」では、対前年の増減額は±０とし、

「ＩＰ関連」収入額は、音声の収入額を逆転する計画

音声＋ＩＰ系
▲194 「ＩＰ関連」

収入
7,390

（※）

（※）Ｈ21年度の数値については、下記の既公表値より変更しています。

営業収益：19,150億円、音声：8,110億円、ＩＰ系：6,510億円、その他：4,530億円 2



減価償却費等

5,317

人件費1,280

経費
12,380

減価償却費等

5,190

人件費1,099

経費
13,116

減価償却費等

5,360

19,577
18,650▲414

▲312
営業費用

19,162 18,850
人件費1,160

経費
12,685

経費
12,150

減価償却費等

5,270

人件費1,230

３．営業費用と営業利益の推移

営業費用は、減価償却費等の増を、引き続き経費の削減によりカバーし、対前年▲２００億円の削減

営業利益は４５０億円と、対前年＋５０億円の増益を目指す

H19 H20 H21見込 H22計画

▲200
+60

▲431

▲43

+120

▲305

▲127

▲230

▲50

+80

449

366
400
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▲83

+34

+50

営業利益
（単位：億円）

（※）

（※）Ｈ21年度の数値については、下記の既公表値より変更しています。

営業費用：18,750億円、経費：12,280億円 3



純増数：125
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151

100

（万契約）

純増数：125

フレッツ光契約者数の推移フレッツ光契約者数の推移
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フレッツ・ウイルスクリアフレッツ・ウイルスクリア
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（見込み）

H22計画

H21
（見込み）

H22計画H20

フレッツ光ＡＲＰＵの推移フレッツ光ＡＲＰＵの推移

付加機能分

1,320円

付加機能分

1,460円

付加機能分

1,590円

5,750円5,580円
5,890円

545
（+120）

425
（+118）

306
（+136）

171
（+123）

（※）Ｈ21年度のフレッツ光純増数は、既公表値140万より変更しています。

４．フレッツ光等の販売計画

Ｈ２２年度は、フレッツ光純増数は１２５万を計画

フレッツ 光ネクスト契約数は、Ｈ２２年度末で３５０万と全体の４割まで拡大を見込む

ひかり電話は１２０万、リモートサポートサービスは８０万、フレッツ・ウイルスクリアは４０万の純増とし、

フレッツ光ＡＲＰＵの向上に取り組む

665
（+120）

47

755

629

496

340

189

89

4

43

《凡例》

ひかり電話（ch）

フレッツ 光ネクスト

フレッツ光



カバー率:82％

フレッツ光の新規開通数と解約数フレッツ光の新規開通数と解約数

マンションの光カバレッジ拡大マンションの光カバレッジ拡大

光の利用用途の拡大光の利用用途の拡大

フレッツ光メンバーズクラブの充実フレッツ光メンバーズクラブの充実

 フレッツ光の新規開通数は、Ｈ１９年度以降は２００万超で推移。一方、解約数は、契約数の増加等に伴い増加傾向

光契約数の拡大のために、お客様に継続してご利用いただくための取り組みを強化

具体的には、マンションの光カバレッジ拡大により引越しを契機とした解約が発生しないようにするとともに、

多種多様な端末・サービスを光につなぐこと、フレッツ光メンバーズクラブの充実によりお客様のご利用の継続を図る

５．お客様のご利用継続に向けた取り組み

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
（見込み）

H22計画

179

215
202206

28
49

90
69

125
新規開通数

解約数

（万契約）

純
増
数

解約数
の抑制

 長期継続利用ポイント等、継続してご利用いただくメリットを

ポイントプログラムとして設定するほか、様々な会員特典を準備

55万棟
68万棟

H20 H21
（見込み）

H22計画

41万棟

カバー率:68％
カバー率:53％

総数：78万棟 総数：81万棟 総数：83万棟

32%
44%

11%

光配線導入率

 多種多様な端末・サービスを光につなぐことにより、フレッツ光

ご利用のお客様が継続してご利用いただけるよう取り組む

 光配線方式の導入に伴い、H22年度中にマンションの
光カバレッジを総数83万棟の82％まで拡大

 引越しを契機とした解約数を抑制

 会員とのコミュニケーション機会を拡大することにより、

ご利用いただいているお客様の声をサービス開発へ反映するように

取り組んでいく

長期継続利用

ポイント

長期継続利用

ポイント

5

フレッツ・テレビ

11万
（全国）

（H21.11）

11万
（全国）

（H21.11）

映像サービス

83万
（全国）

（H21.12）

83万
（全国）

（H21.12）

20万
（東日本）

（H22.1）

20万
（東日本）

（H22.1）

ひかりTV
（㈱NTTぷらら）

U-NEXT
（㈱USEN）

1年目：400pt、2年目：600pt
3年目以降は1年毎に800pt

1年目：400pt、2年目：600pt
3年目以降は1年毎に800pt

会員特典会員特典 会員限定コンテンツ等、

様々な会員特典を準備

会員限定コンテンツ等、

様々な会員特典を準備

多様なネットワーク対応端末

スマートフォン 電子書籍

ゲーム機
（Wii、DS等）

NW対応テレビ

（アクトビラ等）



６．新サービス開発の方向性

6

ホームＩＣＴホームＩＣＴ

多様化する無線端末対応多様化する無線端末対応

ＮＧＮを利用した
サービスの提供

ＮＧＮを利用した
サービスの提供

コンシューマコンシューマ

オフィスオフィス

ブロードバンド利用者
の裾野拡大

ブロードバンド利用者
の裾野拡大

オフィスＩＣＴオフィスＩＣＴ

 ビジネスイーサ ワイド、フレッツＶＰＮ等メニュー充実

 帯域確保型データ通信サービスの提供

 オフィス向けひかり電話メニューの提供

 シニア層をはじめ、 ネット未経験でも簡単に使える端末と
サービスメニューの提供

 急増する無線対応機器と光を結ぶ宅内無線サービスの提供

 屋内外をシームレスに利用できる環境の提供と
利用シーン、サービスの提案

 事業者と連携したサービスの展開

 生活密着サービスとリモートサポートの提供で安心・便利な
環境を提供

 オフィス向けワンストップサポートサービスの提供

 ソフト配信サービスメニューの拡大

 複合機メーカとのアライアンス

取組みの柱取組みの柱 サービス開発の方向性サービス開発の方向性



７．効率化の取り組み

～H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

コールセンタ業務の集約とアウトソーシング化コールセンタ業務の集約とアウトソーシング化

料金料金

Ｗｅｂ受付Ｗｅｂ受付

代理店受付（ＰＳＴＮ）代理店受付（ＰＳＴＮ）

故障受付業務の広域集約故障受付業務の広域集約

故障受付業務の広域集約と効率化の推進故障受付業務の広域集約と効率化の推進

 現在２３拠点あるコールセンタ（１１３等）を、
６グループ１３拠点へ広域集約

 遠隔切分機能向上により故障箇所を正確に
特定し、円滑な故障復旧と無派遣修理率の向
上を図る

 オペレータを支援するナレッジシステムを活用し、
お客様応対の標準化とサービスレベル向上に
向けた取り組みを推進

１１６（ＰＳＴＮ）１１６（ＰＳＴＮ）
４３→２０拠点に集約

１８→３拠点に集約

２０→１拠点に集約

７１→９拠点に集約

ＢＰＲとシステム化によるオペレーションの改善ＢＰＲとシステム化によるオペレーションの改善

相互接続業務相互接続業務
１７→１拠点に集約

加入権加入権
１８→１拠点に集約

広域ＮＷ
センタ設置

広域ＮＷ
センタ設置

業
務
運
営
体
制
の
見
直
し

業
務
運
営
体
制
の
見
直
し

シ
ス
テ
ム
化
等
効
率
化
施
策

シ
ス
テ
ム
化
等
効
率
化
施
策

 工事会社を含めたＢＰＲにより、ＮＴＴ～工事会
社間の工事発注、工事完了報告などの情報
流通をシステム化し進捗状況を可視化

工事会社との情報連携

無派遣工事の推進
 開通・廃止時に、お客様自身により取付け、取外し

が可能な「光コンセント」の設置により、お客様の
煩わしさを解消（工事費不要、立会い不要）

150分150分

40分40分

61分61分

13分13分

申込受付～システム投入（注）お客様応対時間、オーダチェック時間を含む

設備検討

（H22.1）（H17.7）

 フレッツ光受付オーダ処理時間の短縮と標準開通納期

標準開通納期（ファミリータイプ）
33日33日

19日19日

14日14日

7日7日

（H21.12）（H18.3）

標準開通納期（マンションタイプ）

7



本資料及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来の見通しに

関する記述・言明は、現在当社の経営陣が入手している情報に基づいて行っ

た判断・評価・事実認識・方針の策定等に基づいてなされ、もしくは算定さ

れています。

また、過去に確定し正確に認識された事実以外に、将来の予想及びその記

述を行うために不可欠となる一定の前提（仮定）を用いてなされ、もしくは

算定したものです。

将来の予測及び将来の見通しに関する記述・言明に本質的に内在する不確

定性・不確実性及び今後の事業運営や内外の経済、証券市場その他の状況変

化等による変動可能性に照らし、現実の業績の数値、結果、パフォーマンス

及び成果は、本資料及び本説明会における説明に含まれる予想数値及び将来

の見通しに関する記述・言明と異なる可能性があります。


